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　文部科学省（2014）4）によると 2014 年 10 月 1 日
時点で，学校の基本方針の策定率は 96.4％（沖縄県
91.4％）であり，校種別では，小学校 97.7％（同
96.0％）， 中 学 校 96.2％（ 同 94.2％）， 高 等 学 校
92.1％（ 同 72.7％）， 特 別 支 援 学 校 94.1％（ 同
64.7％）である．同様に 2015 年 10 月 1 日時点での
策定率は 99.9％（沖縄県 99.0％）であり，校種別で
は，小学校 99.9％（同 99.6％），中学校 99.9％（同
98.7％），高等学校 99.7％（同 97.0％），特別支援学
校 99.9％（同 100％）である（文部科学省，2015a）5）．
　また，2014 年 10 月 1 日時点で，いじめ対策委員
会の設置率は 98.5％（沖縄県 82.4％）であり，校種
別では，小学校 98.8％（同 95.6％），中学校 98.6％（同
93.5％），高等学校 97.1％（同 80.3％），特別支援学
校 97.2％（同 82.4％）である．同様に 2015 年 10 月
1 日時点での設置率は99.9％（沖縄県 99.0％）であり，
校種別では，小学校 99.9％（同 99.6％），中学校










































結果をみると，2013 年度は179 件（第 1 号該当 75 件，
第 2 号該当 122 件，重複件数あり）であった．2014




とされた人数は，2,120 人（小学校 414 人，中学校
1,527 人，高校 179 人）で，これらは本法律の重大
事態の第 2 号に該当すると考えられる．しかし，い
じめを対象にした調査結果では，当該年度の重大事
態の件数が 179 件であった．同様に 2014 年度にい
じめが不登校のきっかけとされた人数は，1,463 人














































































































　表 3 より，校種別に有意な差がみられたのは 3 項

















A と大項目 B は，他の大項目に比べて平均値が低
かった．また，B1 項目は，第 22 条に示されるメン
バー構成に関する内容であり，100％の実行が求め
られるが，表 3 より，どの校種も平均値が 3 に満た
ない状況であった．表 6 より，平均値が低い項目が










表 2 より，それら 3 つの大項目をみてみると，「いじ
めの防止」は他の 2 つに比べて平均値が低かった．
また，いじめの防止の中項目では「学び・取組」が



























































































　 体制 Hb：効率化 Hc：校内研修 Hd：評価 He：連携
平均値
3.37 2.42 3.20 2.85 3.31 3.07 2.90 2.64 2.34 2.74 2.35
3.14（G 全体の平均値） 2.57（H 全体の平均値）
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表３　項目別の回答結果（大項目 A ～ C）







A1 ・国の基本方針又は地域の基本方針を参酌し，学校の実情に応じて作成している 150 2.77±0.81 2.81±0.86 2.70±0.99 0.18
A2 ・いじめの防止等の取組を行う基本的な方向や取組の内容を定めている 150 2.94±0.87 2.87±0.88 2.90±0.84 0.08
A3 ・いじめの防止，早期発見，早期対応の年間計画及び取組内容が示されている 151 2.94±0.87 2.94±0.86 2.49±0.92 4.89** 高 < 小，中
A4 ・教育相談体制，生徒指導体制，校内研修について示している 149 3.31±0.76 3.22±0.87 2.83±0.87 5.33** 高 < 小，中
A5 ・方針を検討する段階から，保護者や地域の方等が参画し，児童生徒の意見も取り入れている 149 1.67±0.68 1.63±0.61 1.79±0.77 0.72
A6 ・いじめ防止等の取組に，児童生徒の主体的かつ積極的な参加が確保されている 151 2.08±0.93 2.16±0.81 1.90±0.87 1.16
A7 ・いじめ防止，いじめの早期発見，いじめへの対処に関する取組方法を具体的に定め，チェックリストを作成・共有し全教職員で実施している 151 2.56±0.96 2.06±0.83 1.96±0.88 6.96** 中，高 < 小
Ｂ：いじめ対
策委員会
B1 ・複数の教職員，心理，福祉等に関する専門的な知識を有する者その他の関係者により構成している 147 2.85 ± 0.92 2.39 ± 1.03 2.79 ± 0.95 2.53
B2 ・取組の実施や具体的な年間計画の作成・実行・検証・修正を行っている 147 2.42 ± 0.77 2.03 ± 0.88 2.26 ± 0.92 1.96
B3 ・いじめの相談・通報の窓口を具体的に示している 149 2.54 ± 0.95 2.30 ± 0.92 2.50 ± 0.88 0.73
B4 ・いじめの疑いに関する情報や児童生徒の問題行動などに係る情報が集まり，その記録が保存されている 149 2.70 ± 0.93 2.73 ± 0.76 2.82 ± 0.80 0.31
B5 ・いじめの疑いに係る情報があった時には緊急会議を開いている 149 2.78 ± 0.95 2.91 ± 1.01 2.94 ± 0.94 0.41
B6 ・いじめの情報が迅速に共有できている 149 2.84 ± 0.87 2.91 ± 0.72 2.85 ± 0.75 0.09
B7 ・的確にいじめの疑いに関する情報が共有でき，共有された情報を基に，組織的に対応できるような体制になっている 149 2.76 ± 0.80 2.91 ± 0.88 2.88 ± 0.81 0.42
B8 ・いじめであるかどうかの判断を組織として行っている 148 2.47 ± 0.87 2.49 ± 0.91 2.70 ± 0.84 1.20
B9 ・教職員は，ささいな兆候や懸念，児童生徒からの訴えを，抱え込まずに全て組織に報告・相談している 149 2.70 ± 0.84 3.09 ± 0.77 2.82 ± 0.78 2.42





147 2.08 ± 0.67 1.71 ± 0.69 1.99 ± 0.92 2.14
B12 ・個々のいじめの防止・早期発見・対処に当たっては，児童生徒や事案に関係の深い教職員も対応に参加している 149 2.92 ± 1.01 3.39 ± 0.79 3.08 ± 0.81 2.93




Ca1 ・いじめはどの子供にも起こりうる，どの子供も被害者にも加害者にもなりうるという認識を共有している 152 3.65 ± 0.56 3.91 ± 0.29 3.64 ± 0.54 3.50* 小，高 < 中





152 2.96 ± 0.86 3.00 ± 0.79 2.61 ± 0.89 3.40* 高 < 小，中





151 1.96 ± 0.91 2.13 ± 0.91 1.97 ± 0.94 0.38
b：態度能力
　 育成





152 3.29 ± 0.57 3.21 ± 0.65 2.90 ± 0.76 5.51** 高 < 小，中
Cb3 ・自他の意見の相違があっても，互いを認め合いながら建設的に調整し，解決していける力を育てている 152 3.15 ± 0.64 3.03 ± 0.59 2.84 ± 0.77 3.19* 高 < 小




Cc1 ・授業についていけない焦りや劣等感などが過度なストレスとならないよう，一人一人を大切にした分かりやすい授業づくりを進めている 150 3.28 ± 0.63 3.15 ± 0.62 3.12 ± 0.69 0.82










151 3.28 ± 0.60 3.30 ± 0.47 3.09 ± 0.65 2.04
Cc5 ・集団の一員としての自覚や自信を育むことにより，いたずらにストレスにとらわれることなく，互いを認め合える人間関係・学校風土をつくっている 151 3.26 ± 0.59 3.03 ± 0.68 3.06 ± 0.69 1.65












151 2.77 ± 0.76 2.88 ± 0.70 2.66 ± 0.90 0.86







151 2.10 ± 0.92 2.55 ± 1.03 2.12 ± 0.91 2.75
Ce2
・児童生徒の「いじめられる側にも問題がある」「大人に言いつける ( チクる )
ことは卑怯である」「いじめを見ているだけなら問題はない」などの考え方は
誤りであることを学んでいる





150 2.22 ± 0.86 2.52 ± 0.80 2.18 ± 0.85 1.87
**p<.01，*p<.05
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表４　項目別の取り組み状況（大項目 D ～ E）












149 3.36 ± 0.69 3.52 ± 0.51 3.11 ± 0.75 4.44* 高 < 小，中




























150 3.12 ± 0.82 3.36 ± 0.78 3.12 ± 0.83 1.15



















150 3.33 ± 0.59 3.64 ± 0.60 3.26 ± 0.71 3.87* 小，高 < 中

















146 2.83 ± 0.91 3.19 ± 0.90 3.36 ± 0.74 5.70** 小 < 中，高
























152 3.48 ± 0.61 3.82 ± 0.46 3.34 ± 0.71 6.31** 小，高 < 中


















150 3.65 ± 0.56 3.81 ± 0.47 3.02 ± 0.83 20.14** 高 < 小，中
Ed2 ・はやしたてるなど同調していた児童生徒に対しては，それらの行為はいじめに加担する行為であることを理解させている 150 3.65 ± 0.56 3.78 ± 0.61 3.27 ± 0.73 8.51** 高 < 小，中







148 3.32 ± 0.65 3.53 ± 0.57 2.99 ± 0.83 6.93** 高 < 小，中











139 2.00 ± 0.88 2.26 ± 0.93 2.29 ± 0.96 1.33











144 3.13 ± 0.81 3.31 ± 0.69 2.86 ± 0.94 3.32* 高 < 小，中
**p<.01，*p<.05
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表５　項目別の取り組み状況（大項目 F ～ G）


























147 2.98 ± 0.80 3.24 ± 0.75 3.02 ± 0.85 1.18




















151 3.37 ± 0.77 3.49 ± 0.76 3.48 ± 0.71 0.44






















































148 2.96 ± 0.77 2.88 ± 0.86 2.70 ± 0.97 1.27





145 2.57 ± 0.89 2.97 ± 0.90 2.53 ± 0.96 2.61
c：校内研修
Gc1 ・いじめへの対応に係る教職員の資質能力向上を図る取組について校内研修を行っている 150 2.43 ± 0.90 2.28 ± 0.85 2.19 ± 1.00 0.93
Gc2 ・全ての教職員の共通認識を図るため，いじめを始めとする生徒指導上の諸問題等に関する校内研修を行っている 152 2.56 ± 0.98 2.88 ± 0.78 2.30 ± 0.99 4.28* 高 < 小 < 中
























149 2.29 ± 0.86 2.13 ± 0.71 2.05 ± 0.73 1.51













　表 6 より，平均値が低い項目は Ca5 項目で，常
日頃から何がいじめになるにかについて具体的に列
挙し，視覚的に示すような取組に関する内容であっ
た．また，上述の Ce1 と Ce3 項目も平均値が低い
項目であった．
表６　チェック項目別の平均値下位項目



















































































　表 2 より，本大項目の平均値は 3.15 で，中項目
ごとに比べると最も高いのは「いじめられた児童生
徒・保護者の支援」の 3.42 で，最も低い「ネットい














































　表 2 より，5 つの中項目で最も平均値が低く，ま
た表 6 より，すべてのチェック項目の中で，Ee3 項
目は平均値が 2 番目（1.92）に低く，同様に Ee4 項




　表 4 より，情報モラル教育に関する Ee5 項目を
除き，高校の平均値が他の校種に比べて高かった．
また，校種別に平均値に有意な差がみられた項目は



























目（平均値 2.15），校内研修に関する Gc3 項目（平均



















































































































































































































































































































































117 件，中学校 281 件，高校 51 件）であった．一方，
不登校調査の結果5）をみると，1446 件（小学校 309
件，中学校 1,047 件，高校 90 件）であった．「いじ
めがきっかけ」で不登校になった場合は，第 28 条
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